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【はじめに】

　ピロリドン（N-vinyl-2-pyrrolidone, NVP）による遺体
の固定法は，通常のホルマリン（formalin, FA）による固
定の場合と比較して身体の柔軟性が保たれるため，外科的
手技などの実習や研修に適している1，2）。しかし，その柔
軟性維持の機序は明らかではない。一方でNVP固定後の
遺体では，肉眼的に内臓脂肪や皮下脂肪の減少することが
経験的に知られているが3），組織学的には検討されていな
い。そこで本研究では，両固定法を施した解剖体の組織を
比較し，その相違について検討することを目的とした。

【方法】

　杏林大学医学部倫理委員会承認（H29解-１）のもと，
NVP固定とFA固定の各遺体から，腓腹筋，その周囲脂肪
組織，正中神経を採取し，光学および電子顕微鏡にて観察
して比較した。

【結果】

　１）光学顕微鏡で腓腹筋組織を観察したところ，NVP
固定法とFA固定法の間に顕著な違いはなく，NVP固定組
織でも横紋がみられ，筋線維の配列や核の形状もFA固定
組織とほぼ同様であった。しかし電子顕微鏡で観察すると，
アクチンフィラメントの断裂によりI帯が伸長し，ミトコ
ンドリアは減少し，基底膜が菲薄化し筋線維から一部剥離
し，核膜も壊れ核質が細胞質へと漏出していた。２）脂肪
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組織では光学顕微鏡下でも核が減少しており，電子顕微鏡
下では核膜が破壊され核質の漏出が観察された。３）正中
神経でも光学顕微鏡下にシュワン細胞の核が減少してお
り，電子顕微鏡下ではシュワン細胞の核膜が壊れ，ミトコ
ンドリアは消失していた。髄鞘は主線と主線の間が解離し
ており，軸索のチューブリンが不明瞭であった。

【考察】

　NVP固定とFA固定では，様々な組織学的な違いのある
ことが明らかになった。光学顕微鏡下で顕著でない場合も，
電子顕微鏡下では劇的な変化が認められた。NVP固定組
織における変化は膜の破壊に起因すると考えられた。細胞，
および核やミトコンドリアなどの細胞内小器官は，脂質の
二重層で構成される膜に覆われる4）。NVPによる脂質融解
が2，3），膜構造を破壊して，ひいてはNVP固定遺体の柔軟
性維持の一因となる可能性が示唆された。一方，筋組織で
は脂質を含まない基底膜の連続性も損なわれていたことか
ら，NVP固定による柔軟性は脂質融解のみに起因すると
は限らない。今後は，種々の組織の比較観察による，要因
の更なる探究が必要と考えられた。
※本研究成果は第128回日本解剖学会総会・全国学術集会
で報告した（仙台, 2023. 3.18-20）。
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